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1.はじめに 

 日本初の路面電車は1895年に京都で開業した。1960年代

まで、主要な都市には路面電車が走っており、そのほとん

どが戦前に開業、1950年代以降に次々と廃線になった。そ

して現在は、19路線223kmが運行している。(図１上部) 

 当時の路面電車の軌道敷には板石の舗装が施されてお

り、現在はこの板石が全国で転用されている。これは石材

の再利用の一事例として大変興味深いものである。 

 そこで本研究では路面電車の板石の生産と転用事例に

ついて明らかにすることを目的とする。 

 

図1 路面電車の路線数(総延長)と軌道敷舗装の変遷1)2) 

2.軌道敷舗装の変遷 

 軌道敷舗装の変遷を図１下部に示す。1900年代の舗装は

砂利舗装で、踏切のみ板石舗装が施されていた3)。その後、

軌道敷の保護のため軌道敷全体に板石を舗装するのが一

般的になった。板石は路面電車が全国各地で運行していた

期間に使用されており、国内で大量に生産されていたこと

が図１より見てとれる。1930年代には86路線(1,574km)あ

ったことから、概算だが、全国でおおよそ3000万枚の板石

が使われていたと推定できる。 

 そして、1960年前後のモータリゼーションの影響により、

各地で軌道敷内への自動車の乗り入れが許可されたため、

板石舗装では自動車の荷重を支えることが難しくなった4)。

そのため耐久性の観点から材質がコンクリートやアスフ

ァルトなどに転換されていった。現在では、環境や景観に

配慮して、芝生舗装も施されている。 

3.板石舗装に関する基準 

 板石舗装に関する基準は、時代によって内容が多少異な

っていた。軌道敷に関することは1921年に、軌道敷舗装に

関することは1923年に、板石に関することは1950年に全国

にて統一された基準となった。それらを図２に示している。

これらの基準では軌道敷の幅と舗装をすることは定めら

れているが、舗装材の材質は指定されていない。しかし、

板石が用いられた。その理由はレールの維持管理を考慮し、

舗装材の再利用を前提としていたことと、板石の需要が生

じた際に供給できたからである。その結果、板石は規格が

定められ流通品になっていった。 

 
図2 板石の規格と板石舗装の構造5)6)7) 

4.板石の生産地 

 明治の近代化に伴って、建設材料にも爆発的な需要が生

じた。その需要に応じるため供給側も発展した。板石も規

格流通品として、大量に必要とされていた。そこで板石を

生産していた石切場に着目すると、全国に8ヶ所あること

が判明した(図３)。図３中の番号4～7は花崗岩の産地とし

て江戸時代から有名な石切場である。明治初期はこれらの

石切場から全国の板石が供給されていた。板石は海沿いに

ある石切場からは船で(図４左)、内陸にある石切場からは

馬や鉄道を用いて(図４右)、供給地まで運ばれた。しかし、

これでは輸送コストや時間がかかることと、基準により板

石の材質が花崗岩と定められていたことから、新たな石切

場の開発が進んだ。番号１は東京市の板石供給を目的に明

治時代に開発された。また、番号８は福岡県の板石供給を



目的に昭和初期に開発された8)。これらの事実と路面電車

の路線数とその全てに必要な板石の生産といった点から

考えると、他にも産地があったと推測できる。 

 このようにして大量の板石を生産した石切場では、全国

の石造構造物に使用する石材も産出している。現在では土

木構造物に対する需要は減っているが、建築外壁用材や墓

石などの生産を続けている。 

 

図3 板石の生産地とその運搬経路9)10)11) 

 

図4 1953年頃の板石運搬の様子(中島清明氏所蔵) 

5.板石の転用事例 

 路面電車に使われていた板石は、現在も全国のいたる所

で転用され、使われて続けている。その理由は不要になっ

た板石は処分されずに、販売されていたからである。大規

模な転用は舗装材の転換期と路線廃止期に行われており、

この時には不要な同規格の製品が大量にあり、販売するほ

うが経済的であった。路面電車事業者が所有していた板石

は払い下げや譲渡され、一般に販売されるにいたった。現

在、全国47都道府県中17県で転用事例を確認しており、路

面電車を運行していた都市でのほとんどで転用が行われ

ていると推測される。また、先行研究にて75箇所50,173枚

の転用(福岡県北九州市の事例)を確認している12)。 

 転用事例は枚挙にいとまがないが、その事例をいくつか

あげる。(1)神社仏閣の参道の舗装材、(2)玄関口の舗装、

(3)歩道の舗装材、(4)大学構内の舗装材、(5)公共施設の

舗装材、(6)階段や側溝の蓋、(7)石碑などである。そのほ

とんどで板石が原形のまま使用されている。特に歴史的な

街並みに相応しい場所や公園などで使われる際には板石

の風合いがそのまま活かされている。また、路面電車が運

行していたという事実を板石に記し、歩道の舗装材の一部

として使っている事例がある (図５)。これは板石が路面

電車に使われていたということを外観で判断できるため、

エピソードを託しやすいからであろう。また現在では板石

がインターネットオークションで落札されることもある13)。

このように古い質感を持つ板石は、都市の記憶を呼び起こ

す格好の材料となる。 

 
図5 転用事例：歩道の説明板(福岡市植物園) 

6.結論 

 本研究では以下のことが明らかになった。(1) 1950年頃

まで板石舗装が一般的であったため、全国で大量の板石

(おおよそ3000万枚)が生産されていた。(2)板石は基準に

準じて作られた規格流通品であった。また、板石は再使用

を前提としていた。(3)板石の需要拡大に応じるため、新

たに石切場が開発された。(4)板石が不要になった際、販

売され、全国各地で転用された。(5)転用時には、板石が

原形のまま使われることが多かった。これは、板石の外観

に魅力や歴史を感じたからである。 
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